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提
出

先
の

部
会

 ：
総

合
部

会

氏
名

：
　

真
喜

屋
美

樹

委
員
　
　
・
　
　
専
門
委
員
　
　
　
　
　
　
　

　
所
属
部
会
名
：
　
　
総
合
　
　
　
　
部
会

章
頁

行
2

1
7

1
性

の
多

様
性

（
L
G

B
T
等

）
の

部
分

L
G

B
T
→

L
G

B
T
Q

と
記

載
し

な
く
て

も
大

丈
夫

で
し

ょ
う

か
？

昨
今

は
、

Q
u
e
e
r、

Q
u
e
st

io
n
in

gも
含

め
た

Q
を

記
載

し
て

い
る

事
例

が
多

い
よ

う
で

す
。

2
1
7

1
7

（
P

ro
sp

e
ri
ty

 繁
栄

）
に

関
す

る
3
項

目
が

記
載

さ
れ

て
い

る
部

分
例

え
ば

、
「
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

に
よ

る
脱

炭
素

社
会

の
構

築
」
な

ど
の

内
容

の
加

筆
を

ご
検

討
い

た
だ

き
た

い
で

す
。

理
由

は
次

の
２

点
で

す
。

第
１

に
、

「
第

１
章

（
２

）
我

が
国

の
動

向
、

②
2
0
5
0
年

脱
炭

素
社

会
へ

の
挑

戦
」
（
p
.9

)の
項

目
で

、
今

後
の

方
向

を
記

載
し

て
い

る
こ

と
で

す
。

第
２

に
、

第
１

章
総

説
（
p
.1

)で
、

「
国

家
戦

略
と

し
て

も
重

要
な

意
義

を
有

す
」
旨

の
記

載
が

あ
る

こ
と

で
す

。
以

上
よ

り
、

S
D

G
sを

掲
げ

る
本

県
の

振
興

は
、

国
家

戦
略

と
し

て
も

重
要

と
い

う
位

置
付

け
で

す
か

ら
、

こ
こ

で
、

脱
炭

素
社

会
に

つ
い

て
も

記
載

し
て

は
ど

う
か

と
思

い
ま

し
た

。
ま

た
、

脱
炭

素
社

会
の

構
築

と
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

は
両

輪
で

あ
る

と
思

う
の

で
、

こ
の

よ
う

な
表

現
を

ご
提

案
し

ま
す

。

（
新

た
な

振
興

計
画

（
中

間
取

り
ま

と
め

）
に

対
す

る
意

見
）

意
　

見
　

書
　

様
　

式
　

（
　

修
　

正
　

文
　

案
　

用
　

）

本
　

　
　

文
意

　
　

見
 (

 修
　

正
　

文
　

案
　

等
 )

理
　

　
　

由
　

　
　

等
（
中

間
取

り
ま

と
め

）
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会
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名

：
　

真
喜

屋
美

樹

委
員
　
　
・
　
　
専
門
委
員
　
　
　
　
　
　
　

　
所
属
部
会
名
：
　
　
総
合
　
　
　
　
部
会

章
頁

行
3

2
8

2
9

駐
留

軍
用

地
の

立
入

り
に

よ
る

文
化

財
調

査
、

自
然

環
境

調
査

等
を

実
施

し
て

「
環

境
汚

染
」
に

つ
い

て
は

、
「
汚

染
」
と

い
う
文

言
を

明
示

す
る

必
要

は
な

い
で

し
ょ
う
か

？
「
自

然
環

境
調

査
等

」
と

い
う
広

義
の

表
現

で
は

な
く
、

基
地

と
し

て
使

用
さ

れ
て

い
た

こ
と

に
起

因
す

る
「
環

境
汚

染
」
に

つ
い

て
は

、
明

確
に

分
け

て
記

載
す

る
こ

と
で

、
曖

昧
に

な
る

可
能

性
を

避
け

た
い

と
思

い
ま

す
。

4
1
5
7

1
0

〜 1
4

「
国

家
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

導
入

」
と

し
て

あ
げ

ら
れ

て
い

る
次

の
３

点
、

①
公

共
交

通
シ

ス
テ

ム
の

導
入

、
②

大
規

模
公

園
の

整
備

、
③

高
次

都
市

機
能

の
導

入
に

加
え

て
、

４
つ

目
の

提
案

を
し

た
い

と
思

い
ま

す
。

４
番

目
は

、
④

脱
炭

素
都

市
（
社

会
）
の

実
現

に
向

け
た

、
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

に
よ

る
都

市
基

盤
形

成
、

と
い

う
内

容
を

ご
提

案
し

ま
す

。

C
O

P
2
6
で

は
、

先
進

国
の

多
く
は

2
0
3
0
年

ま
で

に
石

炭
火

力
の

廃
止

を
目

指
し

て
い

ま
す

。
他

方
、

日
本

は
積

極
的

な
削

減
の

数
値

を
表

し
て

い
ま

せ
ん

が
、

今
後

、
世

界
的

に
こ

の
動

き
が

主
流

に
な

っ
て

い
く
こ

と
は

明
ら

か
で

す
。

基
地

跡
地

は
、

持
続

可
能

に
発

展
す

る
沖

縄
の

中
核

と
位

置
付

け
ら

れ
る

空
間

で
あ

り
、

国
全

体
の

発
展

を
牽

引
す

る
戦

略
的

な
空

間
と

な
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
て

い
る

空
間

で
す

か
ら

、
そ

こ
を

、
「
国

家
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

導
入

」
に

よ
り

、
国

に
先

駆
け

て
「
脱

炭
素

都
市

（
社

会
）
」
を

実
現

す
る

場
所

と
し

て
は

ど
う
だ

ろ
う

か
と

思
い

ま
す

。

4
1
5
7

2
5

〜 2
7

返
還

さ
れ

た
駐

留
軍

用
地

に
つ

い
て

は
、

（
中

略
）
土

壌
汚

染
、

水
質

汚
濁

、
不

発
弾

、
廃

棄
物

等
の

除
去

な
ど

の
支

障
除

去
措

置
が

国
の

責
任

に
置

い
て

徹
底

し
て

行
わ

れ
る

２
点

ご
提

案
し

ま
す

。
第

１
は

、
「
返

還
さ

れ
た

」
の

部
分

に
つ

い
て

で
す

。
こ

こ
に

、
「
返

還
が

決
定

し
た

」
ま

た
は

「
返

還
が

決
定

し
て

い
る

」
と

い
う
文

言
の

加
筆

で
す

。
第

２
に

、
第

１
と

関
連

し
て

、
「
返

還
前

」
を

示
す

文
言

が
加

筆
さ

れ
た

場
合

、
「
調

査
」
と

い
う
文

言
の

加
筆

を
ご

検
討

い
た

だ
き

た
い

で
す

。

第
１

に
つ

い
て

は
、

「
返

還
が

決
定

し
た

」
ま

た
は

「
返

還
が

決
定

し
て

い
る

」
と

い
う
文

言
を

加
筆

す
る

こ
と

に
よ

り
、

汚
染

除
去

を
「
返

還
後

」
と

限
定

す
る

の
で

は
な

く
、

「
返

還
前

の
汚

染
除

去
」
の

可
能

性
を

取
り

入
れ

ら
れ

た
ら

と
思

い
ま

す
。

第
２

に
つ

い
て

は
、

現
状

の
表

現
を

、
例

え
ば

以
下

の
よ

う
に

、
「
土

壌
汚

染
、

水
質

汚
濁

、
不

発
弾

、
廃

棄
物

等
に

関
す

る
調

査
と

除
去

」
と

し
、

「
調

査
」
と

い
う
文

言
を

入
れ

る
こ

と
に

よ
り

、
「
返

還
前

」
の

調
査

の
進

捗
を

少
し

で
も

早
め

ら
れ

る
可

能
性

を
見

出
し

た
い

と
思

い
ま

す
。

（
新
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振
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計
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標

　
　

　
　

名
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標
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案

）
目

　
　

　
標

　
　

　
値

理
　

　
　

由
　

　
　

等

3
-
(1

3
)

駐
留

軍
用

地
跡

地
に

お
け

る
土

地
区

画
整

理
事

業
の

事
業

認
可

数

例
え

ば
、

「
駐

留
軍

用
地

跡
地

に
お

け
る

、
脱

炭
素

カ
プ

ラ
ン

を
導

入
し

た
事

業
数

」

こ
れ

か
ら

の
跡

地
利

用
は

、
「
モ

ノ
」
を

作
る

ハ
ー

ド
重

視
か

ら
、

ス
マ

ー
ト

シ
テ

ィ
の

よ
う
な

「
モ

ノ
」
で

は
な

い
取

り
組

み
が

中
心

に
な

っ
て

い
く
と

思
わ

れ
ま

す
。

か
つ

て
の

よ
う
な

土
地

区
画

整
理

事
業

の
件

数
で

成
果

を
測

る
こ

と
の

意
義

が
変

わ
っ

て
い

る
と

思
わ

れ
ま

す
。

施
　

策
　

番
　

号
指

　
　

　
　

標
　

　
　

　
名

指
　

　
　

　
標

　
　

　
（
案

）
目

　
　

　
標

　
　

　
値

理
　

　
　

由
　

　
　

等

施
策

展
開

ア
、

施
策

②
国

家
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

導
入

「
脱

炭
素

化
プ

ラ
ン

の
導

入
」
や

「
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
導

入
」

施
策

展
開

イ
環

境
汚

染
確

認
の

た
め

の
事

前
立

入
り

調
査

事
前

立
入

り
調

査
の

件
数

施
策

展
開

イ
に

は
、

施
策

が
２

つ
あ

り
ま

す
が

、
３

つ
目

の
施

策
と

し
て

、
環

境
汚

染
調

査
に

関
す

る
内

容
を

加
え

る
こ

と
で

、
跡

地
利

用
の

推
進

を
滞

ら
せ

て
い

る
要

因
を

明
確

に
で

き
る

と
と

も
に

、
今

後
、

改
善

へ
向

け
て

具
体

的
な

状
況

が
わ

か
る

と
思

わ
れ

ま
す

。

意
 
見
 
書
 
様
 
式
 
（
 
修
 
正
 
案
 
用
 
）

（
関
連
体
系
図
（
案
）
に
対
す
る
意
見
）

　
①

 主
 要

 指
 標

　
②

 成
 果

 指
 標
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